
 

1． 流域の自然状況 

 

1.1 河川・流域の概要 

 
と ね が わ

利根川は、その源を群馬県利根郡みなかみ町の
おおみなかみやま

大水上山（標高 1,831ｍ）に発し、
あ か ぎ

赤城、
は る な

榛名両

山の中間を南流しながら
あ か や が わ

赤谷川、
かたしながわ

片品川、
あがつま

吾妻
がわ

川等を合わせ、
まえばし

前橋市付近から流向を南東に変

える。その後、
う す い が わ

碓氷川、
かぶらがわ

鏑川、
か ん な

神流
がわ

川等を支川にもつ
からすがわ

烏川を合わせ、
ひ ろ せ が わ

広瀬川、
こ や ま が わ

小山川等を合

流し、
くりはし

栗橋町付近で
おもいがわ

思川、
う ず ま が わ

巴波川等を支川にもつ
わ た ら せ が わ

渡良瀬川を合わせ、
の だ

野田市
せきやど

関宿付近において
え ど が わ

江戸川を分派し、さらに東流して
も り や

守谷市付近で
き ぬ が わ

鬼怒川、
と り で

取手市付近で
こ か い が わ

小貝川等を合わせ、
か み す

神栖市

において
かすみがうら

霞ヶ浦に連なる
ひ た ち と ね が わ

常陸利根川を合流して、
ちょうし

銚子市において太平洋に注ぐ、幹川流路延長

322km、流域面積 16,840 ㎞２の一級河川である。 

 

 

 

図 1-1 利根川流域図
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その流域は、東京都、埼玉県、千葉県、茨城県、栃木県及び群馬県の1都5県にまたがり、

首都圏を擁した関東平野を流域として抱え、流域内人口は日本の総人口の約10分の1にあたる

約1,214万人に達している。流域の土地利用は、山地等が約69%、水田、畑等の農地が約25%、

宅地等の市街地が約6%となっている。 

利根川は、江戸時代以降の産業、経済、政治の発展の礎となっただけでなく、戦後の急激な

人口の増加、産業、資産の集中を受け、高密度に発展した首都圏を氾濫区域として抱えている

とともに、その社会・経済活動に必要な多くの都市用水や農業用水を供給しており、首都圏さ

らには日本の政治・経済・文化を支える重要な河川である。また、流域内には、関越自動車道、

東北縦貫自動車道、常磐自動車道等の高速道路及び東北、上越、北陸新幹線等があり、国土の

基幹をなす交通施設の要衝となっている。さらに、利根川流域の河川・湖沼が有する広大な水

と緑の空間は、恵まれた自然環境と多様な生態系を育み、首都圏住民に憩いと安らぎを与える

場となっている。このように、本水系の治水・利水・環境についての意義は極めて大きい。 

 

 

表 1-1 利根川流域の概要 

項目 諸元 備考 

流路延長 322km 全国 2 位 

流域面積 16,840km2 全国１位 

流域市町村 211 区市町村 

（H17.11 現在） 

東京都：3 区 

群馬県：11 市 26 町 17 村 

千葉県：22 市 10 町 2 村 

茨城県：22 市 12 町 5 村 

栃木県：11 市 23 町 1 村 

埼玉県：24 市 21 町 1 村 

流域内人口 約 1,214 万人 河川現況調査（平成 7 年） 

支川数 814  
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1.2 地形 

 

利根川流域の地形は、東・北・西の三方を高い山地に囲まれ、南東側だけが関東平野に連な

る低地になっている。山地は、北東部に
や み ぞ

八溝山地、北部に
たいしゃく

帝釈山地と
み く に

三国山地、西部に関東山

地がそびえ、渡良瀬川をへだてて三国山地と向かい合うように
あ し お

足尾山地が位置しており、その

内側には
にっこう

日光、
お く と ね

奥利根、
じょうしん

上信火山群等に属する多くの火山がある。上流域は、標高 1,500m～

2,500mの山地から成り、群馬県の
く さ つ し ら ね

草津白根山、榛名山、赤城山等、また栃木県では鬼怒川上流

の
にっこうしらね

日光白根山、
なんたい

男体山等がある。一方、関東平野の南側は房総半島などの丘陵山地となってお

り、その東端は銚子の岬で限られている。これら古期岩石からなる山地の麓は関東ローム層と

称される丘陵につながり、この台地の標高は関東西部の山地に接する所でおよそ 100mにおよん

でいる。しかし、これが東方に向かうに従って低くなり、例えば大宮台地で約 20m岩槻市付近

で 15～16m、宮代町付近で 11mと低下し、やがてローム台地は利根川（現大落古利根川）、荒川

（現元荒川）など諸河川の流送土砂によって形成された杉戸から春日部にかけての沖積平野に

埋まる。なお、この付近の標高はおよそ 8m余である。この沖積地には幅数kmにもおよぶ数条の

自然堤防が、発達した河畔砂丘を含んで網目状に連なっている。 

また、現大落古利根川を中心としたこの沖積地帯を東に向かうと庄和町付近で標高 10m 余の

ローム台地が再び現れ、野田で 17m、柏で 22m、取手で 25m、さらに房総半島の山地で接する所

で 50m と上昇をみせる。つまり関東平野は一つの巨大な盆地であり、利根川系沖積地の幸手・

杉戸周辺がその底辺にあたる。 

このように利根川流域の地形は、山地・丘陵地・台地・沖積平野の 4 つの異なった要素から

成っているのが特徴となっている。 

 
 

図 1-2 利根川流域地形区分図 
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1.3 地質 

 

利根川流域の地質は、北部の帝釈山地、三国山地、足尾山地及び関東山地東部の丘陵地は主

に古生層、中生層から成り、これらは主として砂岩、粘板岩、石灰岩などの固結堆積物で構成

され、固結度は極めて高い。また、白根山、赤城山、榛名山、
あ さ ま

浅間山などの火山地は主に第四

紀火山岩類から成り、榛名山、浅間山の北麓には沖積層も分布している。火山裾野の表層には

一般に厚い関東ローム層が堆積している。平地部は沖積平野から成っており、この沖積平野に

は水田に適した泥炭や黒泥土などの有機土層がみられる。沖積平野は、軟弱地盤で、層厚は上

流から下流に向かって厚くなっている。 

 

 

図 1-3 利根川流域地質図 
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1.4 気象 

 

利根川流域の気候は、太平洋側気候に属し、一般には湿潤・温暖な気候となっているが、流

域が広大なため、上流の山地と中下流の平野、河口の太平洋沿岸とで大きく異なる。流域の年

間降水量は 1,200～1,900mm 程度であり、平均年間降水量は 1,300mm 程度で、中流域の内陸平野

部は少なく 1,200mm 程度となっている。降水量の季別分布は、一般に夏季に多く冬季は少ない

が、利根川最上流部の山岳地帯では降雪が多い。また、群馬県や栃木県の山沿い地方では 7～8

月にかけて雷雨が多く発生する。 

 

 

 

（昭和 54～平成 12年）

（昭和 46～平成 12年）

（昭和 46～平成 12年）

図 1-4 昭和 46 年～平成 12 年(30 年間)の年間平均総雨量分布図 
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図 1-5 利根川栗橋上流域降水量 
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